
１　施設の概要

指定期間

２　収支の状況

公の施設の指定管理者における業務状況評価

令和 ６年  １月 ９日

施 設 名 高知県立ふくし交流プラザ 所管課 子ども・福祉政策部地域福祉政策課

指 定 管 理 者 名 （社福）高知県社会福祉協議会 令和３年４月１日 ～ 令和８年３月31日

施 設 所 在 地 高知県高知市朝倉戊375－1

施設名：高知県立ふくし交流プラザ
設　 備：1Fレストラン、2F～5Fに自動販売機設置、駐車場（普通車で209台／無料）完備
面　 積：【土地】　8,187.83㎡　／　【建物】　7,965.24㎡（延べ床面積）
利用時間：9:00～17:00（ただし、特別に許可された貸室は21:00までとする）
休館日：毎月第2日曜日・国民の祝日に関する法律に規定する休日・12月29日～1月3日
貸　 室：各室の面積、定員、利用料金は【別紙1】のとおり

職 員 体 制
　常勤職員：４人　　非常勤職員：４人　　事務職員：１人　派遣職員：１人　　
　合計：10人

（単位：千円）

令和３年度（決算） 令和４年度（決算） 令和５年度（予算）

県支出金 69,599 69,389 69,389 

使用料・手数料 12,257 15,933 12,738 

負担金 9,663 10,033 11,457 

その他 1,170 1,103 578 

収入計　　（ａ） 92,689 96,458 94,162 

事業費 4,542 5,415 8,486 

管理運営費 58,587 62,570 62,081 

人件費 25,347 20,613 23,595 

その他 1,000 1,000 0 

支出計　　（ｂ） 89,476 89,598 94,162 

 収支差額（a)-(b) 3,213 6,860 0 

事 業 内 容

１　高知県立ふくし交流プラザの維持管理等業務　（施設の維持管理及び貸し出し）
２　県民に対する介護講座事業の実施
３　福祉用具の調査研究、展示、試用貸出、収集及び保管管理
４　ふくし交流プラザふれあいショップの運営
５　自主提案事業
＜令和４年度＞
     １)　シルバー手づくり展開催事業
　　２）障害児支援に係る事業（キッズバリアフリーフェスティバル）
　　３）障害児・者の職場体験の受入れ
　　４）施設を活用した生活困窮者支援事業

施 設 内 容

収
入

支
出

1 ページ



○ 事業参加者アンケート等の実施状況

○　利用者意見等を踏まえた対策

評　価

３ 利用状況

令和３年度（実績） 令和４年度（実績） 令和５年度（目標）

①年間利用者数 (単位：人) 38,261 46,645 75,000 

○貸室利用者アンケート等の実施状況

時期：随時
方法：館内に意見箱を設置し、利用者からの意見を収集。
結果：令和４年度：貸室事業や運営・管理に関する意見　４件。

時期：その都度
方法：アンケート調査による意見収集
結果：講座受講者のニーズを把握し、事業企画に反映している。

対応可能な意見等については、速やかに対応することとしている。

③その他特記事項

４　令和４年度業務評価

項　　　　　　　目 状　　　況　　　説　　　明

適正な管理運営
の確保

利用者サービス
の維持向上

利用実績

収支の状況

②利用者意見等の反映

効率的な
運営、
サービス
の向上、
施設、設
備の管理

B

・大規模災害発生時BCPを改定し、体制等を改めて見直して災害
が発生した際に業務の継続と利用者の安全確保ができるように取り
組んでいる。

・インターネットでの研修等に対応するため、Wi-Fi環境を整備し、
引き続き利用者へのサービス向上を図っている。

・施設の維持修繕について、建築設備の定期点検や保守点検など
老朽化した建物や機器の修繕等を実施している。
　また、レストランのリニューアルオープンに伴う備品の修繕や整備
を実施している。

・駐車場の混雑が予想される場合は、シルバー人材センターからの
要員派遣による駐車場の整理や近隣にある複数の駐車場を借用す
るなど、利用者の利便性の向上に努めている。また、引き続き高知
市の所有地を借用し、プラザ第６駐車場として運用するなど、駐車
場の不足解消を図っている。

・貸室全体の利用日数は延べ1,708日でＲ３年度より192日（12.7％）
増加した。また、利用者数は延べ46,645人で、Ｒ３年度より8,384人
（21.9％）増加した。利用料収入は、15,465千円で、Ｒ３年度から
3,208千円（26.2％）増加した。
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福祉や介護に
関する情報収集
及び発信

福祉用具の展
示及び管理

高齢者や障害
のある方の社会
参加への促進

福祉を担う人材
の育成

関係機関等との
連携・協力によ
る、福祉の振興

項　　　　　　　目 状　　　況　　　説　　　明

B

【評価の目安】

Ａ：仕様書の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われたもの
Ｂ：おおむね仕様書の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われたもの
Ｃ：仕様書の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要なもの
Ｄ：管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善を要するもの

福祉の総合
拠点として
の情報発信
と機能の充
実・強化

B

・高齢者疑似体験、車椅子体験、テーマ別の介護講座など、高齢
者、障害者、介護者への理解及び支援等の講義や演習等を実施
し、広く県民に福祉に関する啓発を行った。

・貸室案内用のデジタルサイネージを活用し、指定管理事業などの
催しの広報を実施している。

・福祉用具の相談については、専門知識を有する専門相談員を配
置し、県民への相談助言体制を整えている。
（福祉用具展示コーナー相談件数：625件）
・福祉用具の展示、福祉用具の試用貸出も実施している。
（福祉用具の試用貸出：614件）

・ふれあいショップ運営事業により、高齢者や障害のある方の創作
品を展示・販売し、高齢者や障害のある方の健康・生きがいづくりに
寄与した。
（販売点数：691点、販売額：666,861円）

・通常の福祉機器展以外にも、障害のある子ども、家族、その他関
係者等を対象としたキッズバリアフリーフェスティバルを開催し、制度
や最新の支援機器の情報の提供、相談窓口の設置等により、支援
者の資質向上や連携強化を図っている。

総合評価

・高知県社会福祉協議会による管理は第３期、1５年目となり、ノウハウも一定蓄
積し、高知県社会福祉協議会の持つ幅広いネットワークを生かした運営が行
われている。

・運営に対する利用者からの意見を収集するための意見箱の設置など、施設
の利便性向上に向けた取組を実施し、速やかな対応が行われている。

・施設の維持修繕について、計画的に実施し改善を図っている。今後も引き続
き法定点検の適切な実施や施設の計画的な維持修繕の実施など、適正な施
設・設備の管理を求める。

・イベントが重なり駐車場が不足する見込みがある場合は、近隣にある複数の
駐車場の借用や、駐車場整理要員の派遣を実施するなど、利用者に不便が
生じないよう機動的な対応がとられている。また、年間を通じて高知市の所有
地を借用し、第６駐車場として整備、運用することにより、利便性の向上を図っ
ている。

・新型コロナウイルスの影響で事業の縮小等をせざるを得ないものもあったが、
オンラインで対応する等、工夫をして取り組んでいる。利用料収入については、
来年度以降も引き続き回復に向けて取り組んでいくことを期待する。

・今後も引き続き潜在的な利用者ニーズの把握や利用者の満足度の向上を図
るとともに、「福祉の総合拠点」として相談機能の充実や福祉サービスの質の向
上に向けた取組の強化が必要である。
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